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達の 知らない 深い 悲惨な 病 者の 実情、 出来事が 山の 

様に その 胸の 中に 畳み込まれて あるに 違 ひない。 然 

し 先生 は 何も 仰 言らず、 また 書かれ もされぬ ご 

更に、 その 先に、 

「少しで も 私が この 道に 役立った 事が あつたと すれ 

ば、 それ は 皆 その 処々 に 於て 隠れた る 多くの 尽力 者 

があった からで ある ご 

小川 正子さん は 昭和 四 年に 東京 女子 医専を 卒業し、 

同 七 年、 長 島の 国立 癩 療養所に 職 を 得、 爾来 七 年間、 

光田 園長の 指導 下に、 同 園長の 言葉 を藉 りれば 『診療 

の 間 を 利用し、 「つれん \ の 友と なれ」 て ふ 御 歌の 御 心 



それから、 光田 園長 は 女史 を 評して かう いふ。 

「女子の 臨床 上に も 一 事を忽 せに する 事の 出来ない 

特性 は 家庭訪問の 上に も 到る 処 発揮 せられて ゐる。 

(中略) 此 熱誠の 根源 は 何れの 処 より 来る ので あるか、 

之れ は 畏れ 多い 事で は あるが、 上、 皇太后 陛下の 御 

轸念を 奉戴し、 私 かに 御 使で あると 自任す る 強烈な 

る 信念より 迸 リ出づ るからで あらう と 信ず る 。 」 

さて、 以上、 著者 並に 光田 園長の 言葉に よって、 小 

川 正子さん とい ふ 女性が どうい ふ 環境 に 身 を 置き、 ど 

うい ふ 仕事に 生涯 を 委ねて ゐた人 かとい ふ ことがあら 

まし わかる と 思 ふ。 



囲む その 家庭の 空気な ど は、 名状す ベ からざる 迫真 性 

と 切々 たる 感情の 昂揚のう ちに 描き だされ、 しかも、 

第三者 をして 聊か も 絶望的な 暗 さの なかに 陥らし めな 

いその 筆 は、 一体、 何処から 生れる ので あらう。 

「土 佐の 秋」 中の 「秋風の 曲」 や、 「再び 土 佐へ」 中の 

「暁の 鐘」 や、 「国境の 春」 中の 「合歓の 花」 や、 「搰 火」 

や、 「淋しき 父母」 中の 「旧家の 嘆き」 や、 「小島の 春」 

中の 「桃 畑の 女」 や、 「哀別 離苦」 や、 これら 数々 の揷 

話の もつ 「悲劇 味」 の 云 は y 古典的な 美し さは、 今日 

の 如何なる 文学の なかに も 見出し 得ない とい ふこと を、 

私 は、 ふと 考へ、 「近代」 が 脱ぎす てた かにみ える この 



さんの 心情の、 如何に 気高く 「日本的」 であり、 健全 

に 「女性的」 である ことか！ 

これが また、 本書の もつ 近来 稀な 魅力 を 特色 づけて 

ゐ るので ある。 

光田 園長 は、 「彼女 等の 患者に 接する や、 診療の 親切 

なる に 加 ふるに 女性の 綿密 を 以てする。 患者 等 は 女史 

等 を 見る に 慈母の 愛と 姉妹の 親しみ を 感ずる」 と、 述 

ベ、 一方、 小川 女史 を 評して、 「顔 を 見れば やさしい 女 

性で あるが、 やる 事 はやむ にや まれぬ 男 まさりで ある。 

(中略) 此頃 大陸に 銀翼 を 振 ふ処の 皇軍 海陸の 荒 鷲が、 

武装都市 を 爆撃して 世界の 人心 を 驚嘆せ しめて 居る が、 



それと 同時に、 やはり、 今日の 若い 文学に、 これら 

の 作品が もつ 素朴な 情熱と 初々 しい 驚きと を 少し は 注 

ぎ 込んで い、 ので はない かと 思った。 

私 一 人が 特にい まさう いふ もの を 求めて ゐる のか、 

それにつ いて はな ほもう しばらく 考へ てみ る ことにす 

る。 

最後に 久々 で 私に 快い 興奮の 一 つ 時 を 与へ て くれた 

両 作者に 感謝し、 何れも 「戦 ひ」 のために 傷いた から 

だ を 早く 健康に もどされる やう、 蔭ながら 切に 祈って 

筆 を擱く 事に する。 (「文学界」 昭和 十四 年 三月) 
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